
第63号
2021.11

筑前町議会だより CHIKUZEN
GIKAI DAYORI
年４回発行
５月・８月・11月・２月

バックナンバー
はこちらから

９月定例会

令和２年度決算審査特別委員会

町政を問う　一般質問

一般質問どうなった

　　　　コロナに負けるな！

P２～３

P４～６

P８～13

P14

P15特集

筑前町ファーマーズマーケットみなみの里・道の駅筑前みなみの里
（関連ページ　P16）



2筑前議会だより（63号）

９
月
定
例
会

一般会計補正予算  ７億195万円の増

9月定例会
９月６日から17日の12日間の日程で開催された。
報告３件・承認１件・議案９件・認定７件が提案され
審議の結果原案のとおり可決した。

８月11日～19日にかけ、多いところで1,000
㎜を超える大雨を記録。町内の複数箇所で、河
川護岸崩壊や道路路肩法面崩壊等が発生した。

事業の内容は。

営農技術導入支援として、農家が湿害対

策技術等を実施した際の補助で、28経

営体が取り組む。また、17経営体が機械

導入支援として補助を受ける。

　　　　　　　　　　（農林商工課長）

田中  政浩  議長

令和３年８月大雨災害の復旧事業

◆地域の元気を発信する事業 【企画課】 600万円

◆ごみ減量化対策事業（生ごみ処理機購入費） 【環境防災課】 688万円

ＳＤＧｓを念頭に置いたＣＯ₂削減の取り組み

9380万円
一般会計補正予算（第５号） ※専決処分 ３億3998万円

１億2659万円

一般会計補正予算（第６号）

（主なもの）

〇水田麦・大豆産地生産性向上事業

4662万円
〇町営住宅改修及び補修工事

50名のモニターを募り、高性能生ごみ処理機を
配付しアンケート等を実施する。

1482万円
〇民間保育所への補助金

２億6817万円
一般会計補正予算（第７号）

今年も作るよ 
巨大わらかがし！

今年もやるよ 
打ち上げ花火！
※11/７（日）
午後８時頃実施予定
（雨天時は８日に順延）

補正予算

ピック
   アップ
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９
月
定
例
会

納入されるパソコンの機能や使い勝
手は。

設計仕様については、最新の情報をも
とに適正に作成されている。　　　　
　　　　　　　　　　　（財政課長）

その他の議案（主なもの）

国の関係機関等に意見書を提出請願・発議

◇財産の取得について
　（庁舎等に設置する顔認証サーマル
カメラ）

◇財産の取得について
　　　（校務用ノートパソコン）

○施設の空間安全安心確保を図るため非
接触型サーマルカメラを本庁、公共施設、
学校、学童等に48台整備。

○平成26年度に導入した
教職員の校務用パソコン
について、数年かけて
　入替えを行う。

◇筑前町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部改正

○特別小規模保育事業を行う事業所を加え
る改正。国の改正を踏まえ、町の条例の関
連部分の改正を行うもの。

発議第３号
「少人数学級推進などの定数改善」「義務教
育費国庫負担制度２分の１復元」を求める
意見書

意見書提出を求める請願書を文教厚生常任
委員会に付託し審議した。本会議において請
願書・意見書ともに全会一致で採択された。

令和３年度より公立小学校において段階的に35
人学級が実施される。中学校や高校も同じ規模
にするとともに、小学校も含めさらなる少人数学
級を推進する要望。

（請願者：福岡県教職員組合朝倉支部長）

※少人数学級などの定数改善とは？

元々、義務教育学校教職員の給与等は国と都道
府県が２分の１ずつ負担していたが、現在は国
の負担３分の１、都道府県の負担が３分の２とな
り、この経費は国からの地方交付税で賄われて
いる。一般財源が大きくなることで自治体による
教職員の給与や教育水準に格差が生まれない
よう、国の負担を２分の１に戻す要望。

※義務教育費国庫負担制度２分の１復元とは？

発議第４号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

新型コロナウイルス感染症の拡大により、地
方財政が非常に厳しい状況に直面している
中、地方自治体においては感染症対策をはじ
め、地方創生、防災・減災対策、脱炭素社会の
実現等と共に社会保障等への対応が求めら
れる。そのためには地方税財源の充実が不可
欠である。
この意見書を議員発議で提出し、本会議
において全会一致で原案可決した。

（総務建設常任委員会で内容を精査し議員発議）
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

町民のために
どう生かされた？

横山善美委員長のもと、９月13日から15日の３日間の日程で開催され、各課の決算・事業
成果に対し、議員から１４２項目にわたる質問が行われた。その一部を掲載。

問
　
高
校
生
の
政
治
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
図
る
啓
発
の
内
容
は
。

答
　
朝
倉
地
域
選
挙
管
理
委
員
会
協

議
会
を
主
体
と
し
た
、主
権
者
教
育
を

実
施
。一
部
の
高
校
生
を
対
象
に
、模

擬
選
挙
等
を
行
っ
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
長
）

選

　
　挙

暮
ら
し

平

　
　和

決算審査特別委員会
～令和２年度決算を問う～

【歳出】
約１６１憶
４０００万円

問
　
通
知
カ
ー
ド
が
令
和
２
年
５
月

に
廃
止
さ
れ
た
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
率
を
あ
げ
る
た
め
の
考
え
は
。

答
　
交
付
率
の
向
上
の
た
め
に
、全
庁

挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
住
民
課
長
）

問
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
は
、

な
ぜ
令
和
２
年
度
で
廃
止
な
の
か
。

答
　
危
険
空
き
家
除
却
補
助
の
、新
事

業
の
取
り
組
み
も
あ
り
、財
政
全
体
の

予
算
配
分
の
中
、事
業
を
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
都
市
計
画
課
長
）

問
　
燃
え
る
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
、夜

須
地
区
と
三
輪
地
区
で
収
集
方
法
が

違
っ
て
い
る
が
。

答
　
三
輪
地
区
は
戸
別
回
収
。拠
点

回
収
で
あ
る
夜
須
地
区
は
集
積
所
設

置
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。行
政

サ
ー
ビ
ス
標
準
化
等
の
観
点
か
ら
、

今
後
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　（
環
境
防
災
課
長
）

問
　
法
改
正
が
さ
れ
、18
歳
成
人
に

な
っ
た
場
合
の
成
人
式
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
名
称
は
協
議
中
だ
が
、年
齢
は
20

歳
で
継
続
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
長
）

問
　
多
目
的
運
動
公
園
の
不
法
投
棄

の
対
策
は
。

答
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
長
）

問
　
上
水
道
の
内
線
部
未
接
続
家
庭

の
解
消
は
。

答
　
現
在
、未
接
続
者
４
２
１
件
。工

事
申
請
中
８
件
で
昨
年
度
よ
り
減
っ
て

い
る
。定
期
的
に
書
類
等
を
発
送
し
解

消
に
努
め
て
い
る
。　
　

　
　
　
　
　
　

　（
上
下
水
道
課
長
）

問
　
掩
体
壕
の
整
備
計
画
と
資
金
確

保
は
。

答
　
公
園
化
に
し
た
場
合
、付
帯
整
備

も
含
め
る
と
膨
大
な
金
額
と
な
る
。企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、地

域
再
生
計
画
案
を
作
り
、そ
の
一
つ
に

戦
跡
保
存
の
メ
ニ
ュ
ー
を
あ
げ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
含
め
十

分
検
討
す
る
。

　
　
　
　（
大
刀
洗
平
和
記
念
館
館
長
）

一般公開に向けて整備が待たれる掩体壕
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こ
ど
も

教

　
　育

ま
ち
づ
く
り

情
報
網
整
備

問
　
美
和
み
ど
り
保
育
所
の
建
替
え

に
つ
い
て
の
考
え
を
。

答
　
劣
化
が
懸
念
さ
れ
る
。ま
ず
は
関

係
機
関
と
協
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
こ
ど
も
課
長
）

答
　
財
政
面
で
計
画
は
立
て
て
い
る
。

個
別
箇
所
改
修
で
済
む
か
、全
体
的
な

更
新
が
必
要
か
を
、今
後
検
討
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
副
町
長
）

問
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
置
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
今
年
度
は
基
本
設
計
を
行
う
。来

年
度
実
施
設
計
、そ
れ
以
降
に
着
工
と

な
る
予
定
。　
　
　
　
　（
教
育
課
長
）

問
　
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、小
学
生
に
見
せ
た

ら
英
語
が
身
近
に
な
る
の
で
は
。

答
　
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
う
の

で
、検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
課
長
）

問
　
読
書
通
帳
は
何
名
が
利
用
し
て

い
る
の
か
。

答
　
８
月
末
で
６
５
０
冊
を
発
行
し
て

い
る
。　
　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
長
）

問
　
み
ん
な
で
創
る
里
づ
く
り
事
業

の
申
請
は
、ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
。

答
　
計
画
後
、す
ぐ
に
実
行
で
き
な
い

と
こ
ろ
等
が
、
手
続
き
上
の
支
障
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、見
直
し
を
検
討
す
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
長
）

　問
　
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
の
貸
出
し

実
績
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答
　
令
和
２
年
度
の
貸
出
し
実
績
は

全
体
で
29
件
。　
　
　
　
　（
建
設
課
長
）

答
　
今
後
、議
論
し
な
が
ら
貸
出
し
等

の
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　（
副
町
長
）

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
町
政
報
告
会
の

措
置
と
し
て
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
活
用

し
た
成
果
は
。

答
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
道
の
駅
の
フ

ロ
ア
ロ
ビ
ー
で
配
信
し
、町
の
情
報
を

町
内
外
に
発
信
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
長
）

問
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
事

業
は
。

答
　
通
信
技
術
の
発
展
に
遅
れ
る
こ
と

な
く
、情
報
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
が
で
き

る
よ
う
、運
営
事
業
者
と
連
携
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
長
）

問
　
道
の
駅
み
な
み
の
里
は
情
報
発

信
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

答
　
他
課
と
連
携
し
、対
策
を
講
じ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
建
設
課
長
）

監査委員による決算審査報告

古山修治 代表監査委員

　令和２年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに基金の
運用については、適正に執行されていることを確認した。町の財政
状況は、実質単年度収支が赤字から黒字へと好転しており、経常収
支比率も改善傾向が認められた。
　今後、想定外の災害や新型コロナウイルス感染症による景気後
退が予想されるなど、財源の確保については厳しさを増すものと
思われるため、きめ細やかな財政運営について、町当局の特段の努
力を望む。

本との思い出もいっぱいに
（読書通帳）
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審
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財
務
・
税
務

福
祉
と
健
康

農

　
　業

問
　
町
税
納
入
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

裁
を
使
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

活
用
の
予
定
は
。

答
　
納
税
者
の
利
便
性
向
上
、徴
収
率

向
上
の
面
や
、導
入
費
用
、ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
含
め
た
費
用
の
面
等
、総
合

的
に
判
断
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
務
課
長
）

問
　
財
政
調
整
基
金
の
積
立
額
が
20

億
円
に
達
し
て
い
る
。今
後
は
町
民
に

還
元
し
て
は
。

答
　
経
済
情
勢
の
変
動
に
よ
る
減
収

や
、災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
備
え
、

持
続
的
な
財
政
運
営
を
実
現
す
る
上

で
一
定
額
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
財
政
課
長
）

問
　
10
月
１
日
か
ら
の
た
ば
こ
の
値

上
げ
に
よ
る
税
収
見
込
み
は
。

答
　
た
ば
こ
税
は
、千
本
あ
た
り
６
１

２
２
円
か
ら
６
５
５
２
円
に
改
正
さ
れ

る
。な
お
、現
時
点
で
の
税
収
へ
の
影
響

は
不
明
だ
が
、提
出
さ
れ
る
申
告
書
を

注
視
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
務
課
長
）

問
　
発
達
障
が
い
児
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

答
　
専
門
機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
て
い

る
が
、数
か
月
待
ち
の
状
況
。受
診
ま

で
の
間
を
療
育
教
室
等
で
フ
ォ
ロ
ー
。

保
護
者
了
解
の
も
と
、健
康
課
と
こ
ど

も
課
で
発
達
に
関
す
る
情
報
を
共
有

し
、近
隣
の
療
育
機
関
と
連
携
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
町
独
自
の
療
育
セ
ン

タ
ー
設
立
は
課
題
が
多
く
、広
域
連
携

等
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
課
長
）

問
　
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
状
は
。

答
　
ほ
ぼ
全
地
区
で
補
助
が
終
了
し

て
い
る
が
、声
掛
け
運
動
等
、地
域
に

応
じ
た
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い

る
。地
域
の
見
守
り
会
議
等
に
福
祉
課

が
参
加
し
、情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス

等
の
人
的
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
、補

助
が
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
福
祉
課
長
）

問
　
機
械
利
用
組
合
等
の
小
規
模
農

家
に
対
し
て
は
、ス
マ
ー
ト
農
業
補
助

が
あ
る
の
か
。

答
　
補
助
要
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、受

益
地
に
対
し
て
１
回
に
限
り
、機
械
の

導
入
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。昨
年
か
ら

集
団
営
農
組
織
に
も
認
め
ら
れ
た
補

助
が
あ
る
。　
　
　（
農
林
商
工
課
長
）

問
　
竹
林
は
荒
廃
森
林
に
適
用
さ
れ

る
の
か
。

答
　
人
工
林
の
生
長
を
阻
害
す
る
侵

入
竹
の
除
去
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

チ
ッ
プ
化
し
、肥
料
等
と
し
て
循
環
さ

せ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
農
林
商
工
課
長
）

問
　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、ど
の
よ

う
な
形
で
医
療
費
を
削
減
し
て
い
く

の
か
。

答
　
今
年
度
か
ら
、福
祉
課
と
連
携
し

て
、高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
化
実
施
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識

が
高
く
な
り
、効
果
・
成
果
が
出
て
く

れ
ば
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
課
長
）

世代を超えた健康づくりを
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議
決
結
果

賛成多数で可決・承認した議案

全会一致で可決・承認した議案等

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

株式会社筑前町ファーマーズマーケットみなみの里の経営状況

令和２年度筑前町財政健全化判断比率

令和２年度筑前町公営企業の資金不足比率

【専決処分】令和３年度筑前町一般会計補正予算（第５号）

令和２年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和２年度筑前町下水道事業会計決算の認定

令和２年度筑前町水道事業会計決算の認定

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第６号）

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第7号）

令和３年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和３年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）

財産の取得（庁舎等に設置する顔認証サーマルカメラ）

財産の取得（校務用ノートパソコン）

筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定

令和３年９月定例会

報
告

承
認

条
例

決
算

区
分

決

　算

令和２年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書

「少人数学級推進などの定数改善」 「義務教育費国庫負担制度
２分の１復元」を求める意見書

「少人数学級推進などの定数改善」 「義務教育費国庫負担制度
２分の１復元」にかかわる意見書の提出を求める請願書

補
正
予
算

請
願

発
議

そ
の
他

（反対討論）河内：部落解放同盟に対する補助金618万6000円余は多額である上、そ
のほとんどが人件費であり疑問に思う。３市町村で補助金削減に対する協議もされて
いない。また、コロナ禍の中、財政調整基金を積み立てるのではなく、地元中小事業者
等への応援を行うべきだった。

（賛成討論）深野：部落解放同盟はあらゆる差別の撤廃に資する活動をしている。補助
金は、人件費を含め朝倉地区３市町村で協議・合意されたものであり、監査委員の補助
金決算状況審査でも指摘はなく問題視されるところはない。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定

令和２年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定

令和２年度筑前町住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算の認定

（反対討論）河内：関係者の努力と国民健康保険税の引き上げにより、近年、一般会計か
らの法定外繰入もなく黒字に転じている。しかし、1億4870万円も基金に積み立てるの
ではなく、黒字分は高すぎる保険税の引き下げに使うべきと考える。

（賛成討論）木村博文：新型コロナウイルスの影響や納付金の不透明性による不安要素
があることから、黒字による基金積み立ては今後の、安定的に継続した国保財政運営の
ための大切な財源になると考える。また、特定検診をはじめ、重症化予防・医療費抑制を
図る取り組みに継続的に努めている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：75歳という年齢だけで医療を差別する制度そのものに反対。75歳以
上の人口が増えるほど保険料が上がり続ける制度であり、一方で年金は下がり続けてい
る。一日も早く元の老人保健制度に戻すべきである。

（賛成討論）横山：被保険者一人当たりの医療費は、平成27年度から県内で10位以内と
いう高水準にあり、医療費抑制の大きな課題を抱えている。このような中、広域連合と連
携しながら高齢者の医療費抑制対策や健康づくりに努めている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：平成28年度には完了すべき事業が、いまだ57件、1億1600万円を
超える滞納がある。関係課の苦労は分かるが、このままでは完了まであと何年かかるか
分からない。後に続く職員の負担にならないように、法的措置も視野に入れ、早期回収
に取り組むべき。

（賛成討論）石橋：国の運営方針に従い、事業の目的や背景を踏まえ、これまでも歴代の
担当者が早期完納に向け努力してきている。分納計画に従い、毎年数件完納している。今
後も、収納対策アドバイザー等の指導のもと適正な業務遂行が行われると認められる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
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一
般
質
問

町政を問う
一 般 質 問

◆柳　 雅明 議員　　　　　   Ｐ９
　新型コロナワクチン接種

◆奥村 忠義 議員　　　　 　Ｐ11
ハラスメント防止策は

◆河内 直子 議員　　　　　 Ｐ12
　炭焼き窯隣地が喫煙所に

※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。詳細は会議録
　（ホームページ・図書館設置）をご参照ください。

国道下の暗渠水路改善を
あんきょ

◆持山 　幸 議員　　　　 　Ｐ13英

～現在、録画映像配信中～

令和３年第３回定例会（9/6～9/17）
本会議開会３日間

（開会日・一般質問・閉会日）

インターネット
ライブ中継
アクセス件数

211件

９月定例会

◆寺原 裕明 議員　　　　 　Ｐ10
安心・安全を目指す町の交通安全対策は

９月議会では、５名の議員が一般質問を行い、町政
全般の現状や方針について報告や説明を求めた。

一般質問席はアクリル板を設置し、質問者の交代ごとに消毒を行って
います。そのため、マスクを外して質問をする場合があります。
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一
般
質
問

柳
　
ど
の
よ
う
な
形
で
の
接

種
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長
　
学
校
で
の
集
団

接
種
は
考
え
て
い
な
い
。

副
町
長
　
町
設
置
で
の
集
団

接
種
及
び
町
内
の
協
力
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
る
。

柳
　
受
験
生
へ
の
接
種
は
。

副
町
長
　
中
３
の
高
校
受
験

生
は
接
種
年
齢
に
達
し
て
お

り
、小
６
の
中
学
校
受
験
生
に

関
し
て
は
、12
歳
に
達
し
て
い

れ
ば
接
種
可
能
で
あ
る
。今
後

の
ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
等
を

確
認
し
対
応
し
て
い
く
。
な

お
、子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、本
人
・
保
護
者

の
十
分
な
理
解
の
も
と
で

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

柳
　
医
療
機
関
で
の
接
種
方

法
と
、接
種
券
の
発
行
時
期
は
。

副
町
長
　
現
在
16
歳
以
上
の

接
種
券
は
発
送
済
み
。12
歳

以
上
の
対
象
者
は
、今
回
９

月
生
ま
れ
の
方
ま
で
発
送
。そ

の
後
は
誕
生
月
に
毎
月
発
送

予
定
。別
途
希
望
の
接
種
機

会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

も
考
え
て
い
る
。検
討
し
た
い
。

柳
　
子
ど
も
た
ち
を
守
る
安

全
対
策
は
。

教
育
課
長
　
従
来
の
対
策
に

加
え
、
部
活
制
限
・
授
業
短

縮
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
等
。

家
庭
内
で
は
感
染
防
止
の
た

め
保
護
者
の
接
種
推
奨
。

柳
　
不
織
布
マ
ス
ク
の
推
奨

と
欠
席
の
場
合
。

教
育
課
長
　
マ
ス
ク
は
保
護

者
の
判
断
に
任
せ
る
。登
校
で

き
な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、学
校

授
業
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
対
応
。

児
童・生
徒
へ
の
接
種
は

柳
　
県
道
久
留
米
筑
紫
野
線

の
４
車
線
化
に
伴
う
大
型
開

発
の
認
可
に
つ
い
て
の
法
整

備
は
。

町
長
　
本
町
は
、ほ
ぼ
全
域

に
都
市
計
画
区
域
を
設
定
し

て
お
り
、建
築
基
準
法
の
適
用

に
な
り
、土
地
利
用
制
限
が

な
け
れ
ば
、企
業
立
地
も
可

能
。し
か
し
、幹
線
道
路
沿
い

は
農
振
地
域
と
し
て
法
規
制

が
か
か
り
、規
制
解
除
し
な
い

限
り
町
の
構
想
も
実
現
で
き

な
い
。

幹
線
道
路
沿
線
に
お
け
る

流
通
施
設
等
の
開
発
を

柳
　
意
向
調
査
は
、委
託
業

者
の
み
が
行
う
の
か
。

農
林
商
工
課
長
　
当
面
は
、

対
面
で
不
安
を
解
消
し
な
が

ら
、森
林
所
有
者
に
説
明
会

を
開
催
し
て
い
く
。

柳
　
町
は
森
林
所
有
者
か
ら

管
理
で
き
な
い
山
林
の
経
営

管
理
の
委
託
を
受
け
、林
業

経
営
者
に
再
委
託
す
る
が
、

県
登
録
の
業
者
は
あ
る
の
か
。

ま
た
町
の
体
制
は
。

農
林
商
工
課
長
　
筑
前
町
を

再
委
託
可
能
な
区
域
と
し

て
、県
登
録
は
８
経
営
体
。町

の
体
制
と
し
て
は
、持
続
可

能
な
体
制
を
と
っ
て
、管
理
政

策
を
進
め
て
い
く
。

森
林
経
営
管
理
制
度
に

伴
う
意
向
調
査

柳　雅明　議員

新型コロナワクチン接種
接種年齢変更１６歳以上から１２歳以上へ

ワクチン接種がすすんでいる

増加する竹林
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一
般
質
問

寺
原
　
横
断
歩
道
設
置
の
要

望
に
対
し
て
、町
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
課
長
　
令
和
２
年
度
に

新
設
の
要
望
が
出
て
い
た
が
、

朝
倉
署
の
判
断
で
設
置
は
難

し
い
と
な
っ
て
い
た
。今
年
度

も
地
元
か
ら
の
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

て
い
る
。

寺
原
　
２
年
続
き
の
要
望
で
、

現
場
の
点
検
も
行
わ
れ
て
い

る
。経
過
の
説
明
を
。

建
設
課
長
　
教
育
課
と
連
携

し
た
点
検
で
も
、危
険
箇
所

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。地

元
の
熱
心
な
活
動
に
よ
る
調

査
結
果
及
び
横
断
歩
道
設
置

の
条
件
も
ほ
ぼ
満
た
し
て
い

る
の
で
、朝
倉
署
か
ら
県
警
本

部
や
県
公
安
委
員
会
に
対
し

篠
隈
新
道
区
防
災
公
園

地
点
に
横
断
歩
道
の

新
設
を

三
並
小
児
童
の
通
学
に

ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

利
用
を

寺原　裕明　議員

横断歩道設置要望地点
(前方は「やすらぎ荘入口」交差点)

安心・安全を目指す町の交通安全対策は
警察等関係機関と連携して取り組む

て
、要
望
の
進
達
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。町
か
ら
も
朝
倉
署
に

対
し
て
、設
置
の
お
願
い
を
し

て
い
る
。

寺
原
　
篠
隈
新
道
区
住
民
の

方
た
ち
の
真
摯
な
、熱
意
あ

る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。住
民

の
安
心
・
安
全
が
守
ら
れ
る

よ
う
、横
断
歩
道
の
設
置
に

向
け
て
、今
後
と
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

国
道
３
８
６
号
歩
道
整
備

事
業
の
進
展
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

寺
原
　
学
校
ま
で
の
距
離
が

長
い
長
者
町
区
の
児
童
た
ち

に
、ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
利
用

が
で
き
な
い
か
。三
並
小
の
在

校
生
数
の
維
持
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
。

教
育
課
長
　
一
部
従
来
か
ら

の
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
通

学
を
認
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、徒
歩
に
よ
る
通
学
距

離
は
４
㎞
を
目
安
と
し
て
い

る
。現
在
の
と
こ
ろ
は
交
通
機

関
の
新
設
は
考
え
て
い
な
い
。

寺
原
　
ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

活
用
を
広
げ
る
一
方
策
と
し

て
、通
学
時
の
利
用
は
有
効
で

は
な
い
か
。担
当
課
の
考
え
を
。

企
画
課
長
　
必
要
に
応
じ
て

検
討
は
可
能
と
考
え
る
。そ
の

際
は
町
の
方
針
を
検
討
し
た

上
で
、協
議
を
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

寺
原
　
児
童
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
に
も
、引
き
続
き

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。



奥
村
　
職
場
内
で
の
パ
ワ
ハ

ラ
に
対
し
て
の
対
応
は
。

総
務
課
長
　
年
度
当
初
に
課

長
級
を
対
象
に
協
議
し
て
防

止
に
努
め
て
い
る
。

奥
村
　
職
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
起
こ
し
た
場
合
の
処
分

は
。

総
務
課
長
　
事
実
関
係
が
認

定
さ
れ
れ
ば
、必
要
な
措
置

が
な
さ
れ
る
。

奥
村
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
周

囲
に
与
え
る
影
響
は
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
職
場
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
行
為
に
は
、適
切

な
措
置
を
考
え
る
。

奥
村
　
職
場
内
の
人
権
研
修

は
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
様
々
な
研
修
で

人
権
に
対
す
る
、理
解
や
認

識
が
深
ま
っ
て
い
る
。

奥
村
　
相
手
の
こ
と
を
考
え

な
い
、迷
惑
極
ま
り
な
い
行
為

が
発
生
し
た
場
合
は
。

総
務
課
長
　
そ
の
よ
う
な
案

件
は
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
責
務
に
応
じ
て
必
要
な
措

置
を
行
う
。

奥
村
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
食
の

確
保
や
戸
別
支
援
は
行
っ
て

い
る
か
。

こ
ど
も
課
長
　
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、交
付
金
等

を
活
用
し
て
個
別
に
対
応
し

て
い
る
。

奥
村
　
子
ど
も
の
貧
困
が
コ

ロ
ナ
禍
の
前
を
上
回
る
と
ユ

ニ
セ
フ
が
発
表
し
て
い
る
が
。

こ
ど
も
課
長
　
支
援
に
つ
い

て
は
、申
請
す
れ
ば
担
当
課

で
手
当
や
減
免
等
の
措
置
を

行
っ
て
い
る
。

奥
村
　
様
々
な
立
場
に
あ
る

職
員
の
職
場
環
境
の
実
態
を

把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
相
談
し
や
す
い

環
境
設
定
に
努
力
し
て
い
く
。

奥
村
　
各
職
場
で
の
適
正
な

人
員
配
置
、及
び
予
算
執
行

は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
課
長
　
現
行
の
人
数
で

適
正
に
運
用
し
て
い
る
。

奥
村
　
同
一
労
働
・
同
一
賃
金

は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
同
じ
職
務
で
も
、職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
で

は
責
務
の
差
が
あ
る
。し
か

し
、期
末
手
当
の
支
給
な
ど
の

是
正
が
図
ら
れ
て
い
る
。

11 筑前議会だより（63号）

一
般
質
問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
は

適
正
な
人
員
配
置
は

生
活
困
窮
世
帯
の
支
援

奥村　忠義　議員

ハラスメントの定義

ハラスメント防止策は
周知徹底を図っている

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】

人
を
悩
ま
す
こ
と
。

地
位
や
立
場
を
利
用

し
た
嫌
が
ら
せ
。

広
辞
苑 

第
七
版 

     

（
岩
波
書
店
）

支援の輪を広げよう
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一
般
質
問

河
内
　
昭
和
30
年
代
の
農
の

暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
風

物
詩
が
、次
々
と
な
く
な
っ
て

い
る
。（
み
な
み
の
里
の
炭
焼

き
窯
・
安
の
里
公
園
の
水
車

等
）都
会
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
、

立
ち
寄
っ
た
筑
前
町
で
、昭
和

の
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建

造
物
を
目
の
当
た
り
に
し
た

時
、ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。

「
と
か
い
な
か
」を
目
指
し
て

い
る
町
と
し
て
、炭
焼
き
窯

の
撤
去
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

町
長
　
一
番
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
場
所
で
も
あ
り
、意
見
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
、今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

消
え
た
炭
焼
き
窯

給
食
費
の
公
会
計
化
は

公
園
の
管
理
は
大
丈
夫
？

待
機
児
童
は

　解
消
で
き
る
の
か

通
学
路
に

　グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

篠
隈
新
道
区
防
災
公
園

地
点
に
横
断
歩
道
の

新
設
を

河内　直子　議員

炭焼き窯跡の隣地にできた喫煙所

炭焼き窯隣地が喫煙所に
町として今後検討していきたい

河
内
　
公
会
計
化
を
進
め
る

に
当
り
、前
回
の
質
問
か
ら

３
年
以
上
経
っ
た
が
、今
後
の

方
向
性
は
。

教
育
課
長
　
今
後
も
、県
の

情
報
提
供
や
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

河
内
　
野
町
の
通
学
路
へ
の

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
に
つ

い
て
、前
回
質
問
以
降
の
進

捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
今
後
、特
に
大

き
な
被
災
等
が
な
け
れ
ば
、

本
年
度
中
に
工
事
が
実
施
さ

れ
る
見
込
み
。

河
内
　
安
の
里
公
園
の
北
東

側
に
張
っ
て
あ
る
防
護
ネ
ッ

ト
が
、長
い
間
、破
れ
て
垂
れ

下
っ
た
状
態
で
放
置
さ
れ
て

い
る
。改
修
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

都
市
計
画
課
長
　
昨
年
か
ら

２
カ
年
計
画
で
、高
さ
１
．５
ｍ

の
ブ
ロ
ン
ズ
フ
ェ
ン
ス
で
改
修

工
事
を
行
な
っ
て
い
る
。

河
内
　
壊
れ
た
ネ
ッ
ト
を
放

置
し
な
い
で
、撤
去
を
お
願

い
す
る
。

河
内
　
朝
日
東
交
差
点
付
近

に
、来
年
４
月
に
開
設
さ
れ

る
保
育
所
で
、待
機
児
童
解

消
に
繋
が
る
の
か
。

こ
ど
も
課
長
　
減
ら
す
こ
と

は
で
き
る
が
、解
消
ま
で
は
難

し
い
。今
後
も
、解
消
に
向
け
、

努
力
し
て
い
く
。

開園が待たれる　あい保育園朝日（仮称）

どんなシンボルができるのやら



持
山
　
交
差
点
の
道
路
標
示

が
消
え
て
非
常
に
危
険
。早

急
な
対
応
を
。

建
設
課
長
　
地
元
や
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
対

策
を
講
じ
る
。

持
山
　
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
そ
れ
ぞ
れ
全
て
が
重

要
で
あ
り
、優
先
順
位
を
決

め
方
向
性
を
出
し
、県
の
関

係
機
関
と
協
議
し
進
め
て
い

く
。

持
山
　
国
道
３
８
６
号
の
下

を
通
る
水
路
の
暗
渠
が
狭
く

て
、大
雨
が
降
る
た
び
に
、上

流
が
冠
水
し
法
面
の
崩
落
が

起
き
て
い
る
。改
善
を
要
望

す
る
。

建
設
課
長
　
朝
倉
県
土
整
備

事
務
所
・
町
・
地
元
で
協
力

し
、水
路
の
正
常
な
管
理
に

努
め
て
い
く
。

持
山
　
農
地
の
区
画
整
理
が

行
な
わ
れ
た
と
同
時
に
、取

り
付
け
道
路
も
整
備
さ
れ
た

が
、年
月
が
経
ち
窪
み
が
目

立
ち
は
じ
め
た
。危
険
な
箇

所
が
あ
る
た
め
補
修
を
お
願

い
し
た
い
。

建
設
課
長
　
道
路
の
舗
装
工

事
は
町
の
単
独
事
業
で
あ
り

財
政
的
に
も
限
度
が
あ
る
が
、

地
域
の
安
全
の
た
め
改
善
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

持
山
　
町
で
は
、水
田
の
暗

渠
排
水
が
進
ん
で
、畑
作
物

の
作
付
け
に
は
、非
常
に
良

い
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

し
か
し
、数
年
も
経
て
ば
機

能
が
薄
れ
て
く
る
。排
水
管

掃
除
の
助
成
。

農
林
商
工
課
長
　
地
域
で
農

地
を
守
る
交
付
金
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

持
山
　
少
子
高
齢
化
に
よ

る
、後
継
者
、人
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、非
農
家
の

方
々
の
手
を
借
り
る
た
め
の

対
策
を
考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
。

農
林
商
工
課
長
　
法
人
化
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て
は
、普

及
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、引
き
続
き
支

援
し
た
い
。

13 筑前議会だより（63号）

一
般
質
問

農
業
施
設
を
は
じ
め
と

し
た
環
境
整
備
を

営
農
生
産
組
合
の

　法
人
化
へ
向
け
て

交
差
点
道
路
上
の

　表
示
に
つ
い
て

国道下の暗渠水路改善を
朝倉県土整備事務所と協議し改善する

国道386号下を通る水路
（総務建設常任委員会視察の様子）

持山　英幸　議員
あん    きょ

一部が消えかかった道路標示
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議
会
活
動

まるで木漏れ日のような日陰

※水位計・監視カメラは牧の池と中島池に
　設置されている

過去に議員が行った一般質問が、その後町政にどう活かされたのか追跡調査しています。

一 般 問質 『どうなった？』
その後

（令和元年９月定例会）

　庇が未設置の学校については、子ども
の安全管理のために日除け対策を検討
していきたい。

（教育課長）

　令和２年度、東小田小学校プールに日
除けの庇が設置された。強風対策とし
て、最新型の庇が設置されている。

（令和２年６月定例会）

中島池下流域の
　　　　　安全対策は

　大雨に対応できる安全確保の対策が
必要であるが。

　地元からの要望もあり、中島池に水位
計・監視カメラ設置を補助する。

（農林商工課長）

日除けが
なかった
プールに…

質 

問

答 

弁

ど
う
な
っ
た
？

水位計の画像

監視カメラ
の映像

　令和３年１月、
中島池に水位
計及び監視カ
メラが設置さ
れた。

ひさし
東小田小プールに
　　　　　庇の設置を

　水泳の授業や夏休みのプール解放時、
児童や保護者の猛暑対策として日除け
の庇を設置してもらいたい。



15 筑前議会だより（63号）

特
集

　「コロナに負けるな」シリーズ第４弾では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金事業（※）で行った様々な事業、そしてこれから行う新たな事業を紹介します。

（※）地方創生臨時交付金は、コロナ対応のための事業に限り、原則地方公共団体が自由に使うことが
　　できる交付金です。

他にも様々な事業が実施される予定です。議会は、今後も事業内容等について検証していきます。

他にも様々な事業が実施されました。事業の決算・成果等については９月定例会の決算審査
特別委員会で審議・認定されました。

1か月の売り上げが前年同月比30％以上減少して
いる事業者等に対し一律10万円支給。

児童扶養手当受給世帯に３万円を支給。

16～64歳のインフルエンザ接種費用を助成。

中小企業・小規模事業者
農業者緊急支援

ひとり親世帯支援事業

６１６０万円

８８４万円

インフルエンザ
予防接種助成事業 １５１１万円

コロナに負けない筑前町に !
コロナに負けるな！ 第４弾

小中学校の感染症対策に伴う備品購入費等。

学校保健特別対策
事業費補助金 １９０２万円

感染防止対策や収束後の活動に対し支援金を給付。

コロナ対策行政区
支援金事業

ちくぜん食の仕送り便事業

２１６８万円

１０００万円 感染症防止協力飲食店等支援金

４１５万円

育ち盛り子どもたちの
「食」の応援事業（年内実施予定）

２２２０万円

これまで行った事業
令和２年度 ４８事業を実施

これから実施する事業
令和３年度

30事業を計画・実施予定

町内在住者が、全国の家族等に
ふるさとの味を配送する際の
送料を町が全額負担するため、
商工会に補助金を交付する。

県の支援金を受けている
飲食店及び酒類販売事業者
への独自支援。（５万円／店）

町内の０～18歳の子どもがい
る世帯支援のため、1人につき
10㎏のお米等を配付する。
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記

後

集

編　福
岡
市
で
は
来
年
度
か
ら
夜

間
中
学
が
開
校
す
る
予
定
だ
。

子
ど
も
の
頃
に
学
校
に
通
え
な

か
っ
た
人
や
言
葉
が
わ
か
ら
な

い
外
国
籍
の
人
な
ど
が
、こ
こ
で

勉
強
で
き
る
。人
が「
わ
か
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
い
う
気
持
ち

は
、子
ど
も
も
大
人
も
変
わ
り

は
な
い
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。と
て
も
便

利
で
は
あ
る
が
、新
た
な
学
習

シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
ま
で
は
、先

生
方
も
子
ど
も
た
ち
も
大
変
で

あ
る
。学
校
と
家
庭
と
の
学
習

デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
、う
ま
く

い
か
な
い
事
態
も
起
き
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　学
習
環
境
の
違
い
で「
わ
か

る
」「
わ
か
ら
な
い
」の
差
が
で
き

な
い
よ
う
、支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

　
　（ 寺
原

　裕
明 

）

令和３年12月定例会日程（予定）

12月３日（金）～12月10日（金）

12月7日（火）・８日（水）
※日程は変更になる場合があります

※令和３年９月定例会で、筑前町ファーマーズマーケットみなみの
　里の経営状況について報告がありました。

一般質問通告書は、11月22日以降、
ホームページで公開する予定です。
支所窓口や議会事務局でも配布し
ています。

一般質問

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

田
中

　政
浩

石
橋

　里
美

柳

　
　雅
明

寺
原

　裕
明

木
村

　和
彦

木
村

　博
文

河
内

　直
子

まちかどスナップ

すくすくと っています育
筑前町ファーマーズマーケット　　 みなみの里

道の駅 筑前みなみの里

ま　　　を込めておもてなしごころ

福丸駅長

北原副駅長

令和２年
道の駅「筑前
みなみの里」

令和２年
ちくちゃん
いちご園

平成30年
美味っと筑前
弁当工房

平成26年
5億円突破!

平成21年
3億円

売上高

出荷者

年間来場者数

平成21年
61万人

平成21年
153人

令和2年
454人

平均年齢63歳

平成27年
98万人

令和２年
８億円突破!!

平成28年
100万人突破

平成21年
グランドオープン

　コロナ禍で、多くの人の日常に様々
な変化があった１年だったのではない
でしょうか。
　今年の干支は「丑」でした。ゆっくり
と干支を思い出すこともなかったか
もしれません。
　2021年も残すところあと２ヶ月と
なりました。来年は、「モ～っと」良い
年になりますように！

うし

今年生まれた赤ちゃん牛（高上）


